
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

係
か
ら

広 報 み よ し（ ） 

商工会のみなさんによる清掃活動

１
日　

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
日

　
　
　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　
　
　

省
エ
ネ
総
点
検
の
日

　
　
　

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
月
間

　
　
　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
　
　
（
〜

日
）

３
日　

国
際
障
害
者
デ
ー

　
　
　

障
害
者
週
間
（
〜
９
日
）

４
日　

人
権
週
間
（
〜

日
）

日　

世
界
人
権
デ
ー

日　

冬
至

日　

天
皇
誕
生
日

12　月　の　こ　よ　み

お
い
で
く
だ
さ
い

会
員
募
集

広
報
み
よ
し　

第
八
八
六
号　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

目　次
財政事情のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２-３
年末年始の業務案内‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４
平成 年度町民の日式典（名誉町民の推
　挙、表彰状及び感謝状贈呈）‥‥‥‥‥‥‥‥ ５
容器包装プラスチック･ペットボトルの
　出し方にご注意ください‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６
エコライフＤＡＹ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７
地域防犯ニュースひがしいるま‥‥‥‥‥‥ ８

町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０-１３
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １４-１５
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥１６-１７
お知らせ、くらしの情報、無料相談の
　お知らせ、リサイクルの広場‥‥‥‥‥‥１８-２３
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２４

▲北永井の六間道（町道幹線３号線）　三芳中学校の西側を南北に走る「六間道」。昭和45年当時の六
間道は、その両側には人家もなく武蔵野の雑木林が深々と広がるとても寂しい道でした。現在は、道路
舗装がされ交通量も増加し、当時に比べると道の両側に生い茂る雑木林は少なくなりましたが、まだ
所々に見かける雑木林から当時の様子を懐かしむことができます。

現在の町道幹線３号線（六間道）

昭和 年当時の六間道

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）
★ただし、平成23年１月の土曜開庁日は、１月８日（第２土曜日）です！

【
問
題
１
】
町
民
の
日
の
11
月
３

日
、
名
誉
町
民
に
山
田
義
夫
氏
が

推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
さ
て
、
三
芳

町
何
人
目
の
名
誉
町
民
と
な
ら
れ

た
で
し
ょ
う
？

10　

８　

５

【
問
題
２
】
10
月
25
日
、
防
犯
功

労
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
三

芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
。

隊
員
数
は
何
名
で
し
ょ

う
？16　

63　

136

【
問
題
３
】
次
の
う
ち
、

町
で
「
収
集
し
て
い

な
い
」
ご
み
は
ど
れ
で

し
ょ
う
？

テ
レ
ビ　

生
ゴ
ミ

空
き
缶

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
12
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【

月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

（
応
募
総
数
28
通
、
正
解
27
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

★
み
よ
し
ま
つ
り
の
カ
ラ
ー
写
真
。

あ
の
暑
い
夏
が
、
と
て
も
懐
か
し
く

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ま
た
来

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
（
北

永
井
Ｍ
さ
ん
）

★
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
躍
し
て

下
さ
っ
て
い
る
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
様
子
を
知
り
、
と
て
も
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
（
藤
久
保
Ｉ
さ
ん
）

★
虐
待
問
題
が
騒
が
れ
て
い
る
昨
今
。

私
に
も
孫
が
い
ま
す
が
、
も
し
孫
が

…
と
思
う
と
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
、

周
り
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
藤
久
保
Ｋ
さ
ん
）

●人口と世帯（平成22年10月末）●人口／38,631人　●男／19.409人　●女／19,222人　●世帯数／15,481世帯

●
社
交
ダ
ン
ス
「
ス
タ
ー
ダ
ス

ト
」
▽
50
代
〜
70
代
・
中
級
程

度
・
現
役
男
性
プ
ロ
講
師
に
よ

る
、
キ
メ
細
か
く
わ
か
り
や
す
い

レ
ッ
ス
ン
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。
▽
日
時

／
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
30
分
▽
場
所
／
藤
久
保
公
民

館
又
は
竹
間
沢
公
民
館
▽
入
会
金

／
千
円
▽
月
会
費
／
３
千
円
▽
連

絡
先
／
河
本

090

２
３
３
４

７
８
２
５

●
み
ず
ほ
俳
句
会
▽
初
心
者
の

方
も
、
出
席
し
て
い
る
う
ち
に
ど

ん
な
も
の
か
段
々
わ
か
っ
て
き
ま

す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
何
時
ま

で
で
も
勉
強
で
き
ま
す
。
一
度
お

気
軽
に
見
学
く
だ
さ
い
。
▽
指
導

者
／
海
老
根
紫
西
先
生
（
俳
人
協

会
幹
事
）
▽
日
時
／
毎
月
第
三
火

曜
日
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
冬
季

４
時
）
▽
場
所
／
竹
間
沢
公
民
館

学
習
室
▽
会
費
／
千
円
▽
概
要
／

三
句
提
出
・
吟
行
（
年
一
回
）
・

「
ふ
じ
み
野
新
報
」
排
欄
に
隔

月
掲
載
・
「
み
よ
し
町
文
化
祭
」

に
短
冊 

作
品
展
示
▽
連
絡
先
／

枝
本

259

６
０
５
１
、
小
林

257

２
９
３
５

●
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
▽
あ
な

た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
短

時
間
で
も
大
歓
迎
で
す
。
▽
日
時

／
月
〜
金
曜
日
（
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）
、
土
曜
日
（
午
前
10
時

〜
正
午
）
▽
場
所
／
う
れ
し
野
ま

ち
づ
く
り
会
館
２
階
（
ふ
じ
み
野

市
大
井
２

15

10
）
▽
連
絡
先

／
石
井

256

４
２
９
０

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

「
フ
レ
グ
ラ
ン
ト
オ
リ
ー
ブ
」

▽
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
主

で
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
、

押
し
花
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。

見
学
自
由
で
す
。
▽
日
時
／
火
曜

日
（
月
３
回
）
、
午
後
３
時
〜
４

時
30
分
・
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
▽
場
所
／
コ
ピ
ス
み
よ
し
▽
維

持
費
／
500
円
▽
連
絡
先
／

03

３
３
６
５

０
８
７
５

●
み
よ
し
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ
「
第

六
回
写
真
展
」
▽
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▽

日
時
／
12
月
４
日

〜
12
日

▽

場
所
／
藤
久
保
公
民
館
ロ
ビ
ー
▽

カ
メ
ラ
に
興
味
の
あ
る
方
の
入
会

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
撮
影
会

は
年
８
回
程
、
電
車
・
バ
ス
を
利

用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
▽
連
絡

先
／
佐
藤

293

５
９
９
８

●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〜
尚

美
学
園
大
学
▽
日
時
／
12
月
19
日

、
午
前
11
時
〜
正
午
（
毎
月
第

３
日
曜
日
開
催
）
▽
場
所
／
大
東

ガ
ス
体
験
・
展
示
プ
レ
イ
ス
▽
参

加
費
／
無
料
▽
定
員
／
30
名

▽
連
絡
先
／
川
島

268

５
５
２
５



　平成22年度一般会計は、当初予算117億6,983万２千円に

対し、上半期２億4,351万５千円が補正され、総額120億

1,334万７千円となっています。

　上半期に補正された予算の主な内容は次のとおりです。

・民間保育所運営費等補助金 １７０，０１１千円

・道路修繕工事 ２５，０００千円

・富士塚地区土地区画整理基本設計業務委託料 ２４，８１２千円

・過誤納金等還付金 １９，０００千円

・町道舗装新設改良工事 ９，０００千円

　収入・支出の執行状況については、予算総額120億1,334

万７千円に対し、収入済額63億2,609万５千円、支出済額

56億391万円で、執行率はそれぞれ52.7％、46.6％となって

います。

一般会計予算の執行状況  平成 年９月 日現在

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）

歳入合計 12,013,347 6,326,095 52.7

  1．町税 7,125,435 4,205,410 59.0

  2．地方譲与税 88,000 28,570 32.5

  3．利子割交付金 15,000 7,477 49.8

  4．配当割交付金 5,500 3,020 54.9

  5．株式等譲渡所得割交付金 1,200 0 0.0

  6．地方消費税交付金 420,000 254,714 60.6

  7．自動車取得税交付金 36,000 7,817 21.7

  8．地方特例交付金 88,773 88,773 100.0

  9．地方交付税 15,000 0 0.0

10．交通安全対策特別交付金 7,000 3,822 54.6

11．分担金及び負担金 155,830 59,784 38.4

12．使用料及び手数料 61,708 30,381 49.2

13．国庫支出金 1,055,652 488,612 46.3

14．県支出金 721,583 213,319 29.6

15．財産収入 7,460 1,150 15.4

16．寄附金 2 3,015 150,750.0

17．繰入金 631,721 0 0.0

18．繰越金 162,701 679,698 417.8

19．諸収入 289,089 250,533 86.7

20．町債 1,125,693 0 0.0

歳出合計 12,013,347 5,603,910 46.6

  1．議会費 110,342 54,504 49.4

  2．総務費 1,866,916 932,759 50.0

  3．民生費 3,613,911 1,529,436 42.3

  4．衛生費 985,087 330,750 33.6

  5．労働費 3,312 2,561 77.3

  6．農林水産業費 73,756 33,928 46.0

  7．商工費 45,305 20,984 46.3

  8．土木費 1,856,147 1,081,304 58.3

  9．消防費 519,956 345,906 66.5

10．教育費 1,665,197 716,539 43.0

11．公債費 997,260 434,140 43.5

12．諸支出金 269,103 121,099 45.0

13．予備費 7,055 － －

　町では、毎年上半期（４月から９月末まで）と下半期（10月から３月末まで）の２回にわたって町の財

政事情をお知らせしています。今回お知らせするのは、平成22年度上半期の予算執行状況と財産・基金・

地方債の状況です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　財務課（内線414）

平成22年度上半期三芳町の財政事情を
お知らせします

●介護保険特別会計  被保険者数　7,964人

●下水道特別会計

※下水道整備基金現在高は、1万４千円です。

※地方債現在高は、40億8,548万１千円です。

企業会計
　企業会計は、企業としての経済性を発揮しながら運営し

ていく会計で「独立採算性」を原則としており、三芳町で

は水道事業がこれにあたります。平成22年度上半期（平成

22年９月30日現在）の執行状況は次のとおりです。

問い合わせ　上下水道課（内線254）

●水道事業会計

※表中、資本的収入額が資本的支出額に対して不足した額１億1,917
万９千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額12万
円及び過年度分損益勘定留保資金１億1,905万９千円で補てんしまし
た。なお、企業債現在高は、17億3,717万１千円となっています。

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 1,558,951 558,665 35.8
1．介護保険料 302,448 131,605 43.5
2．国庫支出金 273,063 83,381 30.5
3．支払基金交付金 430,617 135,842 31.6
4．県支出金 215,641 70,472 32.7
5．財産収入 1 0 0.0
6．寄付金 1 0 0.0
7．繰入金 256,083 57,313 22.4
8．繰越金 78,493 78,493 100.0
9．諸収入 2,604 1,559 59.9
歳出合計 1,558,951 501,097 32.1
1．総務費 20,448 7,429 36.3
2．保険給付費 1,410,113 485,902 34.5
3．地域支援事業費 24,600 6,293 25.6
4．基金積立金 65,275 0 0.0
5．諸支出金 38,015 1,473 3.9
6．予備費 500 － －

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）

歳入合計 818,456 501,982 61.3
1．分担金及び負担金 3,200 2,022 63.2
2．使用料及び手数料 455,850 154,328 33.9
3．国庫支出金 1 0 0.0
4．財産収入 1 0 0.0
5．繰入金 320,001 300,000 93.8
6．繰越金 2,000 45,632 2,281.6
7．諸収入 3,003 0 0.0
8．町債 34,400 0 0.0
歳出合計 818,456 339,780 41.5
1．総務費 261,686 77,404 29.6
2．事業費 52,387 11,760 22.5
3．公債費 501,383 250,616 50.0
4．予備費 3,000 － －

地方債（町債）
　地方債（町債）は、学校や公園、道路などの公共施設の建

設や用地買収のための資金を、国や銀行などから借り入れ

るものです。平成22年度上半期は、今まで借り入れたうち、

元利償還金４億3,414万円の返済を行い、９月末の残高は96

億8,382万4千円となります。

上半期借入額
○唐沢小学校校舎耐震補強事業債 ５２，２００千円

○三芳東中学校屋内運動場耐震補強事業債 ６，１００千円

○三芳東中学校柔剣道場大規模改造事業債 １６，４００千円

○減収補てん債 １００，０００千円

一般会計

財産・基金の状況
　町所有財産については、土地32万9,100.06 、建物９万

725.71 となっています。

財産・基金の状況（特別会計含む） 平成 年９月 日現在

特別会計
　特別会計は、特別の目的や利便のために、一般会計と区分

して経理される会計でそれぞれ独自の予算を組んでいます。

　三芳町の特別会計には、国民健康保険、老人保健、後期

高齢者医療、介護保険、下水道事業があり、それぞれの予算

の平成22年度上半期（平成22年９月30日現在）の執行状況は

次のとおりです。

問い合わせ
　国民健康保険、後期高齢者医療／住民課（内線154）

　老人保健／福祉課（内線173）

　介護保険／健康増進課（内線184）

　下水道事業／上下水道課（内線244）

●国民健康保険特別会計

　９月30日現在の被保険者数は12,007人、世帯数6,391世帯、財

産（保険給付費支払基金）現在高は、258千円となっています。

●後期高齢者医療特別会計 医療対象者数　2,631人

●老人保健特別会計 医療対象者数　2,187人

※ 老人保健制度は平成20年３月で終了したため、医療対象者数は平
成20年３月末現在の人数です。

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
収益的収入 734,071 356,097 48.5
1．営業収益 734,068 355,470 48.4
2．営業外収益 3 627 20,900.0
収益的支出 775,883 218,345 28.1
1．営業費用 712,335 191,339 26.9
2．営業外費用 57,774 26,999 46.7
3．特別損失 774 7 0.9
4．予備費 5,000 － －
資本的収入 177,446 9,911 5.6
1．負担金 24,334 0 0.0
2．工事負担金 26,112 9,911 38.0
3．企業債 113,500 0 0.0
4．補助金 9,000 0 0.0
5．出資金 4,500 0 0.0
資本的支出 437,044 129,090 29.5
1．建設改良費 319,301 70,785 22.2
2．企業債償還金 117,743 58,305 49.5

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）

歳入合計 4,138,974 1,964,228 47.5
  1．国民健康保険税 1,167,151 337,783 28.9
  2．一部負担金 2 0 0.0
  3．使用料及び手数料 1 1 100.0
  4．国庫支出金 841,641 355,975 42.3
  5．療養給付費交付金 132,313 56,529 42.7
  6．前期高齢者交付金 1,002,474 418,039 41.7
  7．県支出金 160,496 0 0.0
  8．共同事業交付金 403,705 144,999 35.9
  9．財産収入 1 0 0.0
10．繰入金 380,001 380,000 100.0
11．繰越金 50,000 267,920 535.8
12．諸収入 1,189 2,982 250.8
歳出合計 4,138,974 1,828,800 44.2
  1．総務費 33,846 15,701 46.4
  2．保険給付費 2,956,392 1,350,904 45.7
  3．後期高齢者支援金 493,664 206,060 41.7
  4．前期高齢者納付金 897 358 39.9
  5．老人保健拠出金 30 29 96.7
  6．介護納付金 191,233 79,400 41.5
  7．共同事業拠出金 364,338 163,746 44.9
  8．保健事業費 47,196 11,587 24.6
  9．基金積立金 1 0 0.0
10．公債費 1 0 0.0
11．諸支出金 1,404 1,015 72.3
12．予備費 49,972 － －

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）

歳入合計 6,801 6,805 100.1
1．支払基金交付金 0 0 0.0
2．繰越金 6,800 6,801 100.0
3．諸収入 1 4 400.0
歳出合計 6,801 3,394 49.9
1．医療諸費 0 0 0.0
2．諸支出金 6,801 3,394 49.9

 予算額（千円） 執行額（千円） 執行率（％）
歳入合計 257,159 96,092 37.4
1．後期高齢者医療保険料 224,058 89,962 40.2
2．繰入金 32,726 4,133 12.6
3．繰越金 1 1,997 199,700.0
4．諸収入 374 0 0.0
歳出合計 257,159 84,518 32.9
1．総務費 3,934 2,559 65.0
2．後期高齢者医療広域連合納付金 252,654 81,735 32.4
3．緒支出金 371 224 60.4
4．予備費 200 － －

区　　　　　分 現　在　高

公　
　
　

有　
　
　

財　
　
　

産

土　　　地 329,100.06
建　　　物 90,725.71

有価
証券 （株）埼玉西部食品流通センター 1,794,000 円

出
資
に
よ
る
権
利

埼玉県農業信用基金協会出資金 1,290,000 円
埼玉県信用保証協会出捐金 904,000 円
埼玉県農林公社出資金 1,462,000 円
三芳町土地開発公社出資金 5,000,000 円
埼玉県労働者信用基金協会出捐金 1,070,000 円
埼玉県下水道公社出捐金 310,000 円
中央労働金庫・いるま野農協預託金
（勤労者住宅資金融資） 40,500,000 円

入間東部福祉会出捐金 174,000 円
埼玉県暴力追放・薬物乱用防止センター出捐金 979,800 円
埼玉りそな銀行他６行（不況対策融資）寄託金 9,600,000 円
埼玉りそな銀行他４行（中小企業小口融資）寄託金 2,600,000 円
地方公共団体金融機構出資金 2,200,000 円

計 66,089,800 円

基　
　
　
　
　

金

財政調整基金 664,517,523 円
高額療養費資金貸付基金 3,191,286 円
国民健康保険給付費支払基金 257,955 円
下水道整備基金 14,984 円
地域福祉基金 76,464,209 円
清掃施設建設基金 203,857,843 円
生涯学習施設整備基金 101,277,360 円
介護保険給付費準備基金 267,918,053 円
国民健康保険出産費資金貸付基金 3,000,000 円
緑ぬくもり基金 36,182,960 円
高齢者福祉基金 30,255,463 円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 6,683,504 円

計 1,393,621,140円

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し



　　　　　　　　　　月　日
  施　設

日 日 ４日 ５日 ６日

各 児 童 館 休 ※1 ○ ○ ○

ふ れ あ い セ ン タ ー ○ 休 休 ○ ○

保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○

精 神 障 害 者 小 規 模
地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○

各 公 民 館 休 休 休 ○ ○

中 央 図 書 館 休 休 休 ○ ○

図 書 館 竹 間 沢 分 館 休 休 休 ○ ○

歴 史 民 俗 資 料 館 休 休 休 ○ ○

文 化 会 館 コ ピ ス み よ し 休 休 休 ○ ○

運 動 公 園 ・ 弓 道 場 ・
テ ニ ス コ ー ト ○ 休 休 ○ ○

総 合 体 育 館 ○ 休 休 ○ ○

役
場
お
よ
び
施
設

　

役
場
の
一
般
業
務
お
よ
び
各
施
設

の
業
務
日
程
は
「
表
１
」
の
と
お

り
で
す
。
住
民
登
録
や
印
鑑
証
明
な

ど
の
窓
口
は
、
年
末
の
休
み
間
際
に

な
る
と
相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
早
め
に
済
ま

せ
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
死
亡
届
な
ど
の
緊
急
の
用

務
は
、
休
み
中
で
も
役
場
地
下
１
階

の
日
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

休
日
診
療
所

　

社
団
法
人
東
入
間
医
師
会
で
は
、

日
曜
・
祝
日
に
診
療
を
行
う
「
休
日

診
療
所
」（
23
ペ
ー
ジ
の
地
図
参
照
）

を
設
け
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
４

日
間
（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）
も

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
急
患
の
際

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
診
療
所
の
時
間
外
の

場
合
に
は
、
次
の
救
急
医
療
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
間
東
部
消
防
本
部

　

２
６
１

６
０
０
０

◆
救
急
医
療
情
報
案
内
用
電
話
番
号

　

048

８
２
４

４
１
９
９

※ 

24
時
間
体
制
で
、
病
・
医
院
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

表２　年末年始ごみ収集日程表

可 燃 ご み 粗大ごみ・
不 燃 ご み か　　ん び　　ん　・

ペットボトル 古　紙　類 容  器  包  装
プラスチック類

Ａコース
年末 12 月 30 日 12 月 28 日 12 月 17 日 12 月 24 日 12 月 21 日 12 月 29 日

年始  １月  6 日  １月  4 日 １月 14 日  １月  7 日  １月 11 日  １月  5 日

Ｂコース
年末 12 月 28 日 12 月 27 日 12 月 30 日 12 月 23 日 12 月 20 日 12 月 29 日

年始  １月  4 日  １月 17 日 １月 13 日  １月  6 日  １月 10 日  １月  5 日

表１　年末年始の業務一覧表　

ご
み
収
集

水
道
工
事
事
業
者

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
は
、

「
表
２
」
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
産
業
課
（
内
線
217
・
218
）

　

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
、
水
道
管
な

ど
が
凍
結
し
て
故
障
し
た
り
破
裂
し

た
と
き
は
、
左
記
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。月

日

工
事
店
名･

電
話
番
号

12
／
29

江
原
設
備

　

258

1
9
6
6

12
／
30

マ
ル
ナ
カ
設
備
工
業

　

258

2
3
4
3

12
／
31

武
井
設
備

　

258

3
5
2
5

１
／
１

谷
合
設
備
工
業
所

　

258

０
８
８
２

１
／
２

富
田
設
備
工
業
所

　

261

0
1
6
7

１
／
３

斉
藤
水
道
工
業
所

　

251

1
3
6
3

１
／
４

中
町
住
設
工
業

　

258

3
9
4
0

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
（
内
線
252
・
253
）

○は、通常どおり業務を行います。※１ 午前中は大掃除、午後からは休館です。

＊土曜開庁の日は、１月８日 （午前８時 30 分から正午まで）です。

月

日

〜
１
月
３
日

は
、

　
　
　
　
　
　

全
施
設
が
お
休
み
で
す
。

年末年始の業務案内

一般業務は28日まで、新年は４日から開始
～各種の手続きは、お早めにお願いします！～

　

役
場
・
各
出
張
所
に
つ
い
て
は
、

月

日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
は
お
休
み
で
す
。

　

な
お
、
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
左
記
（
表
１
）
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
役
場
等
の
窓
口
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
各
種
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
済
ま
せ

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成

年
１
月
の
土
曜
開

庁
日
は
、
１
月
８
日
（
第
２
土

曜
日
）
と
な
り
ま
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

町
制
施
行
40
周
年町

民
の
日
式
典

　

月
３
日
、
三
芳
町
文
化
会
館
「
コ
ピ
ス
み
よ
し
」
に
て
、
町
民
の
日
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
元
三
芳
町
長
山
田
義
夫
氏
の
名
誉
町
民
推
挙

式
も
あ
り
、
三
芳
町
で
５
人
目
と
な
る
名
誉
町
民
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名誉町民推挙式

昭和２年12月16日生まれ
昭和38年５月～昭和42年４月
　　　　　　　　　　三芳村議会議員
昭和46年５月～昭和53年10月
　　　　　　　　　　三芳町議会議員
　＊この間、三芳町議会議長等を歴任
昭和54年１月～平成３年１月
　　　　　　　　　　　　　三芳町長
平成３年11月
　埼玉県知事表彰（地方自治功労）受章
平成10年５月
　　　　　　　勲五等双光旭日章受章

山田　義夫　氏

表彰状・感謝状贈呈

　

式
典
当
日
は
、
山
田

義
夫
氏
の
御
令
息
、
山
田

眞
義
様
が
代
理
で
出
席
を

さ
れ
、
鈴
木
町
長
よ
り
、

氏
の
偉
大
な
功
績
を
称
え

「
名
誉
町
民
推
挙
状
」
並

び
に
「
名
誉
町
民
章
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
山
田
眞
義
氏
は
、

お
父
様
の
当
時
の
思
い
出
の
お
話
や
受
章
の
喜
び
を
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
勢
の
振
興
に
寄
与
し
、
町
行
政

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
労
者

名
、
町
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
篤

志
者
１
名
、
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

同
一
の
職
業
に
あ
っ
て
、
産
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
技
能
功
労
者

名

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

功
労
表
彰

●
地
方
自
治
功
労

　

 

安
田
福
輝
、
井
上
潔
、
川
越
一
弘
、

室
山
陽
子
、
吉
野
浩
之

●
社
会
福
祉
功
労

　

 

柴
田
要
子
、
上
村
幸
子
、
桐
山
千

春
、
阿
部
キ
ミ
子
、
伊
藤
栄
子
、

古
賀
枝
美
子
、
臼
井
み
つ
い

●
交
通
安
全
功
労

　

坂
本
洋
子
、
谷
光
洋
子

●
消
防
活
動
功
労

　

 

長
谷
川
清
行
、
落
合
隆
幸
、
森
谷

俊
則
、
小
山
和
利
、
山
田
弘
也

篤
志
表
彰

　

窪
田
博
吉

技
能
功
労
表
彰

　

 

正
木
隆
雄
、

山
敏
光
、
前
島　

、

伊
東
藏
衛
、
中
村
敏
男
、
松
本
好

定
、
杉
山
広
明
、
船
津
政
子
、
中

町
和
男
、
皆
川
広
己
、
福
山
稔
七
、

荒
井
民
雄

　

三
芳
町
非
常
勤
特
別
職
等
を
退
職

さ
れ
た

名
に
は
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　　

 

池
上
実
、
渡
辺
貴
司
、
伊
東
藏
衛
、

田
村
條
助
、

倉
武
志
、
古
川
善

二
、
松
本
哲
夫
、
井
田
徹
、
川
口

豊
、
金
谷
英
治
、
茂
手
木
斉
、
古

寺
秀
雄
、
窪
田
進
、
渋
川
文
隆
、

平
田
秀
子
、
太
田
廣
忠
、
伊
藤
正

美
、
三
瓶
ス
ミ
子
、
森
田
不
二
夫
、

原
子
美
春
、
井
田
和
宏
、
逢
野
喜

章
、
荒
田
博
之
、

野
賢
治
、
若

林
広
美
、
池
上
善
一
、
久
保
美
津

恵
、
宮
澤
清
美
、
忽
滑
谷
進
治
、

瀬
沼
仙
藏

　

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
入
選
者
の

方
々
の
表
彰
に
は
、
み
ら
い
く
ん
と

の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
芳
町
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
写
真
入
選
者
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集

　

 

桐
山
幸
雄
、
遠
藤
雅
子
、
奈
良
八

重
子
、
山
下
正
美
、
長
谷
川
響

●
三
芳
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

　

写
真
募
集

　

島

三
雄

▲ 昭和 年当時の町の風景
を、スライドでご紹介。



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

容器包装プラスチ
ック・ペットボト

ル

出し方にご注意ください
　各家庭から資源ごみとして出される「容器包装プラスチック類」や「ペットボトル」は、日本容器包装リサイ
クル協会を経由して再資源化されています。収集した袋の中には、異物や汚れのひどいものが多く混ざってしま
っており、リサイクルの妨げになるので絶対に混入しないように注意してください。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　環境産業課（内線216～218）

容器包装プラスチック類
■プラマークを確認します

　容器包装とは、商品を入れて

いるものや商品を包んでいるもの

で、中身の商品を使ったり、取り

出した後に残る「容器」「包装」

「袋」です。そのうち、プラスチック製のもの

が容器包装プラスチックといいます。

　容器包装プラスチックには、プラマークが表

示されていますので、このマークを目安に分別

をしてください。

■汚れが目立ちます
　汚れを取り除いてください

　汚れは、紙や布で拭き取るか水やお湯で

すすいで取り除いて出してください。

　汚れが付いているとリサイクルの障害に

なります。また、汚れたものを混入すると、

正しく出された他のものまで汚してしまい

ます。

※汚れが落ちないものは、「可燃ごみ」へ

ペットボトル
■右のマークが目印です

ペットボトルキャップを
　　　　回収しています！
　藤久保公民館と総合体育館にキャッ

プ回収透明ボックスを設置しました！

リサイクル活動を通

して、地球環境と子

どもたちを救うこと

を目的としたペット

ボトルキャップ回収

事業に、ご協力くだ

さい。

ボトル類・トレイ類・カップ・パッ

ク類・ポリ・レジ袋類・網・ネット類・

緩衝材類・フタ類などがあります。

プラスチック製であっても商品
（容器包装でない物）そのもの
は、対象外であり不燃ごみにな
ります。

■異物の混入はダメ

　容器包装プラスチックごみの袋の中に

は、さまざまな異物の混入が見受けられま

す。リサイクルの妨

げになるので絶対に

混入しないように注

意してください。

マヨネーズや弁当・納

豆などの食品等に付着

している汚れは必ず取

り除いてください。

「キャップ」と「ラベル」は

取って、容器包装プラスチ

ック類に出してください。

軽くすすいで水を

切ってください。

つぶしてください。

年末年始こそマイバッグ！
～マナーを守って みんなで 楽しくお買物！～
年末、年始は１回のお買い物が多くなりがちです。
いつもはマイバッグを持つ方も、ついついレジ袋をもらっていませんか？

いつもよりちょっと大きめのマイバッグ
　　　⇒ 手荷持の数を少なくしませんか？
マイバッグに入るだけのお買い物
　　　⇒ 無駄な買い物、少なくしませんか？

つまり、お気に入りのマイバッグを使うと…
　  ごみになるレジ袋を減らす

　  CO２を減らす

　  無駄な買い物を減らす

≪忘れないでね マイバック・マナー！≫

　（1） 買い物中はマイバッグを折りたたんだままにしましょう。

　（2） 商品はお店に備え付けの買い物カゴに入れましょう。

　（3） マイバッグはレジが済んでから使いましょう。

エコライフＤＡ
Ｙ２０１０　埼玉

冬のキャンペーンのお知らせ
　～あなたがみせる、地球への思いやり～

　暖房などにより二酸化炭素の排出が増える冬、三芳町と埼玉県では、地球温
暖化防止のためのキャンペーンを実施しています。
　地球温暖化を止めるには、皆さんの取組みが、重要なカギを握っています。
　温暖化対策は一人ひとりが主役です。身の回りのできることから、冬のライ
フスタイル実践に取組みましょう。

２.冬のエコライフＤＡＹ
　
　　キャンペーン期間

　　　 月１日から３月 日

　期間中の１日、環境によい生活に

チャレンジしてみませんか。省エネ・

省資源の成果をチェックシートで把

握していただきます。チェックシー

トは、三芳町役場環境産業課に置い

てあります。個人、もしくは自治会、

学校、団体、企業単位で参加できます。

　詳しくは、埼玉県温暖化対策課の

ホームページをご覧ください。

http://www.pref.saitama.lg.jp/page

/ecolifeday.html

１.冬のライフスタイル実践
　
　　キャンペーン期間

　　　 月１日から３月 日

　暖房温度を暖め過ぎず適温

（20℃以下）に設定しましょ

う。重ね着や膝掛けなど、暖房

に頼らず暖かく過ごす工夫をし

ましょう。

３.夏のエコライフＤＡＹの結果報告
　

　町では、教育委員会の協力を得て、小学

校５校・中学校３校・淑徳大学などで夏の

エコライフＤＡＹを実施しました。

・実施日　７月 11 日（小・中学校）

・参加人数　小学校　１，９３２人

　　　　　  中学校　　 ８４５人

　　　　　（児童・生徒、家族、教職員）

　　　　　　一般　　　５９３人

　（淑徳大学、藤久保５区友和会自治会、　

役場職員　ほか）

　　　　　　合計　 ３，３７０人

二酸化炭素削減量　　２，１４０，２８１ｇ

　　１人あたり　　　　　６３５．１ｇ

（杉の木153本が１年かけて吸収する量に

　あたります。）

問い合わせ　　環境産業課環境対策係　　　（内線216～218）
　　　　　　　埼玉県環境部温暖化対策課　 048 830 3033

ストップ!!地球温暖化

こんな時こそマイバッグ！

一石三鳥の
　　エコ生活

ごみを出すときには
　もう１度確認を !!

　町・県では、ごみの減量を

進めています。特に、年末・年

始のこの時期は、大掃除などで家庭・事業所

から一年で最も多くごみがだされます。そこ

で、掃除・買い物の時には次のことに注意し

てください。

もう一度ごみの分別を確認しましょう。
　 ・ 掃除をする前にもう１度ごみの分別を確

認してください。

　 ・ テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、

洗濯機、衣類乾燥機は町では収集しませ

ん。買い替えのときには電気店に相談し

てください。

 買い物のときには、レジ袋及び過剰包装を
断りましょう。

※ ごみを出すときには、もう１度「平成
度家庭ごみの正しい分け方・出し方・日程
表」を確認して出してください。

の

　清涼飲料、しょうゆ等の特定調味料、酒類、

乳飲料用のＰＥＴボトルには、ラベル部分や

ボトルの底に右のマークがついています。



町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

地
域
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
ひ
が
し
い
る
ま

ラ
ー
詩
集
「
く
じ
け
な
い
で
」
の
著
者

の
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
詩
に
つ
い
て
ふ
れ

ら
れ
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
へ
の
一
層

の
努
力
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
冒
頭

で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
抑
止
対
策
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ア
ニ
メ
が
上
映
さ
れ
、
そ
の
後
キ
ラ

リ
☆
ふ
じ
み
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

「
太
鼓
衆
一
気
」
の
華
麗
な
太
鼓
演
奏

で
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

７
年
連
続
減
少
を
め
ざ
し
て

〜
東
入
間
警
察
署
管
内
の

刑
法
犯
件
数
〜

　

東
入
間
警
察
署
管
内
の
今
年
１
月
〜

９
月
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
昨
年
同

期
と
比
べ
て
52
件
（
１
・
９
％
）
減
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
、
見
せ
る
防
犯
活
動
が
あ
る

程
度
、
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
同
時
期
の
県
内
全
体
の
減
少
傾

向
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
な

お
一
層
の
防
犯
活
動
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
25
日
、
２
市
１
町
の
防
犯
・
暴

力
排
除
推
進
関
係
者
が
参
加
し
て
「
東

入
間
防
犯
・
暴
力
排
除
推
進
大
会
」
が
、

富
士
見
市
民
文
化
会
館
「
キ
ラ
リ
☆
ふ

じ
み
」
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
今
年
６
月
に
東
入
間

防
犯
協
会
と
東
入
間
地
区
暴
力
排
除
推

進
協
議
会
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
東
入

間
防
犯
・
暴
力
排
除
推
進
協
議
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
第
１
部
で
は
防
犯
功

労
団
体
、
防
犯
功
労
者
及
び
暴
力
排
除

功
労
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
布
川
賢
二
東
入
間
警
察
署
長

が
振
り
込
め
詐
欺
防
止
対
策
へ
の
協
力

を
依
頼
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
ベ
ス
ト
セ

防
犯
・
暴
力
排
除
年
末
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

12
月
17
日
午
後
６
時
か
ら
、
上
福
岡

駅
・
ふ
じ
み
野
駅
・
鶴
瀬
駅
・
み
ず
ほ

台
駅
で
「
防
犯
・
暴
力
排
除
年
末
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

東
入
間
防
犯
・
暴
力
排
除
推
進
大
会
が
開
か
れ
る

　
「
地
域
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
ひ
が
し
い

る
ま
」
は
、
三
芳
町
・
富
士
見
市
・

ふ
じ
み
野
市
の
広
報
紙
６
月
号
・
12

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

東
入
間
防
犯
協
会

　

２
６
６

６
９
６
９

　
　

   

三
芳
町
の
防
犯 

み
ん
な
で
町
を
守
り
ま
す
!

■
三
芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
!

　

10
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
「
東
入

間
防
犯
・
暴
力
排
除
推
進
大
会
」
に

お
い
て
、
三
芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
（
隊
長

：

寺
尾
雅
治
氏
）

が
、
防
犯
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

三
芳
町
民
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
は
、現
在
136
名
の
隊
員
に
よ
っ
て
、

町
内
の
小
学
校
を
行
政
区
の
通
学
区

ご
と
に
振
り
分
け
て
、
青
色
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
見
せ
る
防
犯
活
動
を
継

続
し
て
、
犯
罪
の
減
少
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課
（
内
線
２
６
５
・
２
６
６
）

刑法犯認知件数（平成22年１月～９月・前年比・暫定値）

市町村名

平成22年1～9月 平成21年1～9月
前年対比

（　）内は増減率認知件数
県下73区市町
村中の順位

認知件数
県下73区市町
村中の順位

三芳町   354件 51位   388件 52位  　 34件（ 8.8%）

富士見市 1,159件 28位 1,175件 29位 　 16件（ 1.4%）

ふじみ野市 1,225件 26位 1,227件 27位  　 ２件（ 0.2%）

管内合計件数  2,738件  2,790件  　 52件（ 1.9%）

県全体 78,915件 86,170件 7,255件（ 8.4%）

■
「
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」

　

が
完
成
し
ま
し
た
！

　

三
芳
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
都
市
安
全
グ
ル
ー

プ
（
代
表

：

渋
谷
弘
氏
）
に
よ
り

「
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
、
会
員
自
ら
通
学
路
の
安
全

点
検
を
行
っ
た
も
の
で
、
完
成
し
た

マ
ッ
プ
は
各
小
学
校
に
配
付
さ
れ
ま

し
た
。

■
防
犯
灯
が
町
を
明
る
く
照
ら

　

し
て
い
ま
す
！

　

三
芳
町
内
に
は
、
道
路
上
に
2

７
４
４
基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
暗
い
夜
道
を
明
る
く
照
ら

し
て
犯
罪
防
止
に
一
役
か
っ
て
い
ま

す
。

　

防
犯
灯
は
部
品
の
交
換
な
ど
定
期

的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
も
し
電
球
の
球
切
れ
な
ど
の

故
障
を
発
見
し
ま
し
た
ら
、
お
手
数

で
す
が
三
芳
町
役
場（
道
路
交
通
課
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 み よ し（ ） 

工　事　予　定　一　覧　表

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源

と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
五
八
九
〇
円
／
十
月
一
八
日

　

匿
名

▽
三
七
二
九
円
／
十
月
一
八
日

　

平
作　

店
内
募
金
箱

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
月
二
一
日

　

寺
尾
雅
治

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
月
二
一
日

　

匿
名

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
月
二
五
日

　

塩
野
英
男

▽
一
五
〇
〇
円
／
十
月
二
五
日

　

田
崎
良
廣

▽
三
九
〇
七
円
／
十
月
二
六
日

　

三み

ご

ろ

五
六
会

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

　
　

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
二
万
円
／
十
月
七
日

　

鷹
野
ヌ
イ

（
福
祉
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│
│
│
│
│ 

福
祉
課

工事名 完成予定 備　　考

町道幹線14号線道路修繕
工事

平成23年
１月31日

上富第１区
距離40.00m

町道上富114号線防護柵修
繕工事

平成23年
１月31日

上富第２区
距離118.80ｍ

町道上富174号線道路修繕
工事

平成23年
１月31日

上富第３区
距離80.00ｍ

町道幹線５号線道路改良
工事（その２）

平成23年
２月28日

北永井第２区
距離71.50ｍ

竹間沢・大井・勝瀬通り線
配水管布設工事（その１）

平成23年
３月10日

藤久保第１･４区
地内

竹間沢・大井・勝瀬通り線
配水管布設工事（その３）

平成23年
３月３日

藤久保第３･６区
地内

竹間沢・大井・勝瀬通り線
配水管布設工事（その４）

平成23年
３月３日
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年金受給者の死亡

　年金をうける権利は、本人が死亡するとなくなり

ますので、年金を受けている方が亡くなられたとき

は、「死亡届」の提出が必要です。この届出が遅れ

ますと、年金を多く受け取り過ぎて、後で返さなけ

ればならなくなることもありますので、ご注意くだ

さい。

　なお、亡くなられた方がまだ受け取っていない

年金があるときは、生計を同じくしていた遺族の方

からの請求によって、その年金が支払われます。請

求できる遺族の範囲・順位は、年金を受けていた方

の死亡当時、その方と生計を同じくしていた、配偶

者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹です。

問い合わせ　住民課保険年金係

（内線156）FAX274 1101

荻
島
満
夫
氏
が

　
　

埼
玉
県
知
事
表
彰
を

　
　
　
　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成

二
十
二
年
度
県
民
の
日
記
念
式
典
」
に

お
い
て
、
荻
島
満
夫
氏
が
埼
玉
県
表
彰

規
則
に
よ
る
知
事
表
彰
〔
地
方
自
治
功

労
〕
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
町
の
税

務
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に

田
中
光
次
郎
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

　

委
員
欠
員
に
よ
り
、
平
成
22
年
11
月

１
日
付
け
で
、
次
の
人
が
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

氏
名　

田
中
光
次
郎

住
所　

三
芳
町
大
字
上
富
八
三
一
番
地

中
村
恒
男
氏
が

　
　

旭
日
双
光
賞
を

　
　
　
　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
二
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
中
村
恒
男
氏
が
旭
日
双
光
章
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

氏
は
、
埼
玉
県
冷
蔵
倉
庫
協
会
会
長

等
を
務
め
る
な
ど
、
永
き
に
わ
た
り
、

冷
蔵
倉
庫
業
界
は
も
と
よ
り
地
域
の
発

展
に
絶
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
号
の
寄
附
者
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

《
誤
》
新
舞
踏
松
美
流
栄
扇
会

《
正
》
新
舞
踊
松
美
流
栄
扇
会

（ ）町 の 動 き

東入間防犯・暴力排除推進大会の様子



（ ）教 育 だ よ り 教 育 だ よ り（ ） 

中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

ー
働
く
こ
と
の
意
義
や
重
要
性
を
学
ぶ
職
場
体
験
学
習
ー

る
こ
と
で
、
自
己
の
個
性
や
適
性
を

把
握
し
自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

 

職
場
体
験
学
習
で
、
働
い
て
い
る

多
く
の
人
と
の
触
れ
合
い
や
交
流

を
通
し
て
、
異
世
代
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の
基
本

的
マ
ナ
ー
や
言
葉
遣
い
な
ど
を
身

に
付
け
る
こ
と
。

以
上
３
点
を
ね
ら
い
と
し
、
例
年
２
日

間
で
あ
っ
た
体
験
を
、
今
年
度
か
ら
３

日
間
に
増
や
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
、
事
前
学
習
と
し
て
、
新
聞
に
よ

る
職
業
調
べ
、
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
情

報
の
発
信
の
方
法
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕

方
等
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
が
自
ら
取
り
組
む
力
を
育
て
る

た
め
に
、
各
生
徒
が
事
業
所
に
直
接

訪
問
し
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
緊
張
し
て
体

調
を
崩
し
た
生
徒
が
数
名
い
ま
し
た

が
、
ほ
ぼ
全
員
の
生
徒
が
職
場
体
験

学
習
を
し
ま
し
た
。
こ
の
３
日
間
の

体
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え

て
い
く
上
で
、
生
徒
一
人
一
人
の
貴

重
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

体
験
に
お
い
て
の
事
業
所
か
ら
の

こ
と
ば
や
生
徒
の
感
想
を
い
く
つ
か

　

藤
久
保
中
学
校
で

は
、
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
２
年

生
で
職
場
体
験
学
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
子
ど
も
た 

ち
は
、
生
活
や
意
識

も
大
き
く
変
容
し
て

お
り
、
情
報
化
社
会

に
生
き
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
等
情
報
処
理
機

器
の
扱
い
や
情
報
収

集
能
力
に
長
け
て
い
る
等
の
よ
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
性
の
不

足
、
規
範
意
識
の
低
下
、
人
間
関
係

や
連
帯
感
の
希
薄
化
、
集
団
や
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
や
責
任
感
の

低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
変
化
の
激
し
い
先
行
き
不

透
明
な
社
会
を
背
景
と
し
て
、
生
徒

の
進
路
意
識
や
目
的
意
識
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

 

実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
と
接

し
、自
分
自
身
も
体
験
す
る
こ
と
で
、

働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
を
理
解

し
、
進
ん
で
働
こ
う
と
す
る
意
欲

や
態
度
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 

様
々
な
体
験
・
経
験
を
積
み
重
ね

紹
介
し
ま
す
。

〈
事
業
所
か
ら
〉

・
重
度
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
多
く

の
方
と
の
交
流
か
ら
得
る
も
の
は
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
交
流
機
会
を
設
け

て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

・
大
変
素
直
で
、
あ
い
さ
つ
も
き
ち

ん
と
で
き
、
笑
顔
が
か
わ
い
ら
し
い

生
徒
さ
ん
達
で
し
た
。
普
段
の
学
校

生
活
と
は
異
な
り
、
環
境
も
違
う
ス

ー
パ
ー
で
の
仕
事
は
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

・
今
回
の
生
徒
さ
ん
た
ち
は
皆
さ
ん

明
る
く
積
極
的
に
体
験
し
て
い
ま
し

た
。
希
望
し
て
当
施
設
に
来
て
く
れ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
も
積
極

的
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

・
外
で
運
動
会
の
練
習
を
す
る
と
き

に
、
長
そ
で
の
洋
服
を
着
て
い
る
子

に
声
を
か
け
た
り
、
着
替
え
の
時
に

パ
ー
カ
ー
を
着
て
い
る
子
に
声
を
か

け
た
り
す
る
こ
と
も
大
事
な
ん
だ
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
考
え
て
い

た
保
母
さ
ん
と
は
違
っ
て
、
実
際
に

活
動
し
て
み
る
と
大
変
な
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

・
食
事
介
護
や
患
者
さ
ん
と
触
れ
あ

い
を
す
る
の
は
思
っ
て
い
た
以
上
に

大
変
で
、
改
め
て
仕
事
の
厳
し
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。
実
際
に
活
動
し
て

学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
皆
様
の
温
か
さ

の
中
で
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
防
火
着
着
装
訓
練
や
礼
式
の
仕
方

や
他
の
様
々
な
訓
練
を
教
え
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
消
防
署
で
職
場
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
消
防
署
の
皆
様
の
大

変
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

消
防
署
の
皆
様
は
い
つ
も
緊
張
感
が

な
け
れ
ば
い
け
な
い
職
業
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
事
業
所
の
方
々
に

は
、
親
身
に
な
っ
て
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
ら
直
接
職
場
に
出
勤
し
ま
し
た
。

出
勤
後
、
各
事
業
所
で
担
当
の
方
の

指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

体
験
し
ま
し
た
。
日
常
の
学
校
生
活

で
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
日
の

仕
事
を
終
え
、
帰
宅
後
、
家
で
１
日

の
様
子
を
日
誌
に
書
き
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
事
後
学
習
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
事
後
学
習
と
し
て
次
の

二
つ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
つ
目

は
、
お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所
の
方

に
、
お
礼
の
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
職

場
体
験
学
習
の
様
子
を
新
聞
に
ま
と

め
て
廊
下
に
掲
示
し
ま
し
た
。
新
聞

を
読
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の

職
場
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
職
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　　

最
後
に
、
生
徒
の
感
想
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

・
２
日
間
の
職
場
体
験
は
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
初
日
は
、
消
極

的
だ
っ
た
園
児
た
ち
は
２
日
目
か
ら

積
極
的
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕
が
年
中

の
と
き
の
担
任
の
先
生
も
い
ま
し
た
。

・
ぼ
く
は
掃
除
が
一
番
つ
ら
か
っ
た

で
す
。
で
も
そ
の
分
や
り
終
え
た
時

　

三
芳
東
中
学
校
で
は
、
職
場
体
験

学
習
を
、
２
日
間
で
行
い
ま
し
た
。

実
施
学
年
は
１
学
年
で
、
121
名
の
生

徒
が
各
事
業
所
の
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
以
下
に
、
今
年
度
の
取
組
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
に
、
受
け
入
れ
事
業
所
の
決

定
と
事
前
学
習
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
今
ま
で
の
つ
な
が
り
を
中
心
に

連
絡
を
と
り
、
35
の
事
業
所
に
受
け

入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
実
際
に
職
場
体
験
学

習
に
行
く
前
に
は
、
以
下
の
取
組
を

し
ま
し
た
。

・
「
い
ろ
い
ろ
な
職
業
に
つ
い
て
」

調
べ
る
。

・
身
近
な
人
（
校
務
員
・
学
校
図
書

司
書
・
学
校
事
務
・
養
護
教
諭
）
を

ゲ
ス
ト
に
招
い
て
話
を
聞
く
。

・
お
世
話
に
な
る
事
業
所
の
皆
さ
ん

へ
自
己
紹
介
の
手
紙
を
書
く
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
職
場

体
験
学
習
に
臨
む
心
構
え
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
職
場
体
験
学
習
当
日
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
当
日
は
自
宅

の
達
成
感
も
あ
り
ま
し
た
。
接
客
は

緊
張
し
た
け
ど
、
お
客
さ
ん
に
「
が

ん
ば
っ
て
」
と
言
わ
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。

・
私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
テ
ン

プ
ラ
（
テ
ン
プ
ラ
と
は
ズ
ボ
ン
の
掛

か
っ
て
い
な
い
ハ
ン
ガ
ー
を
見
つ
け

る
こ
と
）
で
す
。
理
由
は
ハ
ン
ガ
ー

を
探
し
な
が
ら
服
が
見
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
床

掃
除
で
す
。
理
由
は
店
内
が
広
い
の

で
大
変
で
し
た
。

・
レ
ジ
で
お
金
を
扱
う
の
で
失
敗
し

た
ら
迷
惑
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
と
思

い
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
も
ち
ろ
ん
失

敗
し
ま
し
た
が
、
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
よ
。
」
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
職
場
体
験

が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　

生
徒
の
感
想
を
読
む
と
、
学
校
生

活
で
は
味
わ
え
な
い
仕
事
の
面
白
さ

や
大
変
さ
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
人
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
自
分
の
将
来
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
社
会
に
向
か
っ
て
、
扉
を
少
し
開

く
職
場
体
験
学
習
で
し
た
。

　

以
上
が
、
三
芳
東
中
学
校
の
１
年

生
で
行
わ
れ
た
取
組
で
す
。
こ
れ
は

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
行
う

「
体
験
学
習
」
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
例
年
１
学
期
の
期
末
試

験
後
の
２
日
間
を
使
い
、
全
校
一
斉

に
体
験
学
習
が
計
画
さ
れ
、
１
年
生

は
「
職
場
体
験
学
習
」
、
２
年
生
は

「
上
級
学
校
訪
問
」
３
年
生
は
「
福

祉
体
験
学
習
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所
及
び
地
域

の
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
の
２
年
生
で
行
っ
て
い
る
職

場
体
験
学
習
は
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
三
芳
中
学
校
の
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
テ
ー
マ
は
「
郷

土
三
芳
町
を
愛
す
る
生
徒
の
育
成
」
で

す
。
２
年
生
は
「
三
芳
町
の
産
業
」
を

テ
ー
マ
に
、
三
芳
町
の
産
業
の
特
徴
を

知
り
、
体
験
活
動
を
通
し
て
自
分
の
生

き
方
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
身

近
な
三
芳
町
の
産
業
に
つ
い
て
興
味
・

関
心
を
持
ち
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
解

決
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
学
習
で
は
、
実
際
に
働
く
こ

と
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
重

要
性
を
学
び
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
の
ね
ら
い
で
あ
る

「
探
求
す
る
力
」「
創
造
す
る
力
」「
人

と
触
れ
あ
う
力
」「
表
現
す
る
力
」「
自

分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
力
」

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
取
組
を
実

践
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
で
は
職
場
体
験
学
習
の
実

施
に
あ
た
り
、
事
前
学
習
と
し
て
、

ま
ず
、
職
業
調
べ
や
身
近
な
大
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
「
人
は

何
の
た
め
に
働
く
の
か
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
事
前
に
働
く
こ
と
の

意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
お

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
の
職
場
で

の
体
験
学
習
が
よ
り
効
果
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
事
業
所
と
の
打
ち
合
わ
せ

等
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
ま
た
、
事
業
所
の
方

に
対
し
て
失
礼
の
な
い
受
け
答
え
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
等
を
活
用
し
、
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
の
取
り
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

実
際
の
職
場
体
験
学
習
で
は
、
地

元
の
29
カ
所
の
事
業
所
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
日
常
の

学
校
生
活
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
や
辛

さ
、
喜
び
、
自
分
の
手
で
お
金
を
稼

い
で
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
等

様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

三
芳
中
学
校
で
は
職
場
体
験
か
ら

自
ら
の
課
題
を
設
定
し
、
課
題
を
解

決
す
る
た
め
情
報
を
収
集
・
整
理
し

て
ま
と
め
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
全
体
発
表
会
で
発
表
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
は
、
参

観
し
て
く
れ
た
保
護
者
や
生
徒
か
ら

の
評
価
カ
ー
ド
と
、
担
当
教
師
か
ら

の
指
導
講
評
を
も
ら
い
ま
す
。
活
動

後
の
振
り
返
り
で
は
、
そ
れ
ら
の
評

価
カ
ー
ド
や
指
導
講
評
、
自
分
の
発

表
原
稿
や
レ
ポ
ー
ト
等
を
も
と
に
自

己
評
価
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

生
徒
た
ち
の
達
成
感
や
満
足
感
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
充
実
し
た
職
場
体
験

学
習
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
事

業
所
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
と

生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
事
業
所
か
ら
〉

・
て
き
ぱ
き
と
よ
く
働
い
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
、
返
事
等

と
て
も
元
気
よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
が
見
習
う
べ
き
だ
と
感
じ
る

ほ
ど
で
し
た
。

・
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
２
日
目
か
ら
は
慣
れ
て
き
た
よ
う

で
、
指
示
し
な
く
て
も
自
ら
率
先
し
て

仕
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

・
働
く
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
た
い

へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・
お
客
さ
ん
に
「
ご
苦
労
様
」
と
言

わ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

・
事
業
所
の
方
が
と
て
も
優
し
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
校
の
職
場
体
験
学
習
に
快
く
ご

協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
事
業
所

の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三芳東中学校

三芳中学校

　三芳町内の中学校３校では「中学生社会体験チャレンジ事業」として、毎年
２～３日間の職場体験学習を行っています。進路指導・キャリア教育の一環と
して、実際に様々な職場における実践を通して、生徒たちは働くことの厳しさ
や大変さ、喜びや楽しみを体感しているようです。
　職場体験学習では、三芳町の未来を担う子どもたちのために、地域の数多く
の事業所にお世話になっています。日常の仕事でお忙しいにもかかわらず、温
かいご支援・ご協力により、中学生は貴重な体験をさせていただき、生徒たち
にとって、働くことの意義や重要性を学ぶ機会となるとともに、夢や目標をも
って自分の将来を真剣に考える機会になっています。改めまして、各事業所の
皆様に感謝申し上げます。
　それでは各学校の今年の取組を紹介します。
問い合わせ　学校教育課（内線521・522） 藤久保中学校



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311

文
化
の
祭
典
！

　
　

生
徒
全
員
で
つ
く
る
「
藤
花
祭
」

職
場
体
験
の
中
で
働
く
人
た
ち
の
姿
か
ら

受
け
た
感
動
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
「
三
芳
町
」
に
し
っ
か
り
と
軸
足

を
置
い
て
、
学
び
、
働
き
、
人
と
関
わ
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
の
土
台
作
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ン
工
場
で
の
体
験
や
救
急
救
命
の
方

法
な
ど
、
学
ん
で
き
た
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
た
り
コ
ン
ト

仕
立
て
に
し
た
り
し
て
の
発
表
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
り
感
心
し
た
り
。
２
年
生
の

柔
軟
な
発
想
に
脱
帽
で
す
。

　

１
年
生
の
テ
ー
マ
は
、「
健
康
」
で
す
。

自
分
の
課
題
に
つ
い
て
、
調
べ
学
習
を
進

め
る
な
か
で
得
た
知
識
や
、
感
じ
た
命
や

健
康
の
か
け
が
え
の
な
さ
に
つ
い
て
表
現

方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

特
に
、
力
を
入
れ
た
の
が
朗
読
劇
と
合
唱

に
よ
る
『
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー　

命
か

が
や
く
瞬
間
』
で
す
。
発
表
時
間
40
分
と

い
う
大
作
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
、
藤
久

保
中
学
校
の
す
べ
て
の
生
徒
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
１
年
生
に
役

割
が
あ
り
、
す
べ
て
の
１
年
生
が
ひ
た
む

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
三
芳
町
立

小
中
学
校
が
、
文
化
の
薫
り
に
彩
ら
れ
ま

し
た
。
各
校
で
、
校
内
音
楽
会
や
合
唱
祭
、

文
化
祭
・「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
発

表
会
が
開
か
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
藤
久
保
中
学
校
の

文
化
祭
『
藤
花
祭
（
と
う
か
さ
い
）』
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
20
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
花
祭
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
中
で
、
各
学
年
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
調

べ
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
展
示
や
舞

台
発
表
と
い
う
形
で
発
信
し
、
学
び
あ
お

う
。
そ
し
て
、
学
び
方
や
多
様
な
も
の
の

考
え
方
、
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
身

に
つ
け
よ
う
。」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

３
年
生
の
テ
ー
マ
は
、「
平
和
」
で
す
。

音
楽
、
踊
り
、
朗
読
、
劇
、
展
示
と
多
様

な
方
法
で
、
戦
争
の
残
酷
さ
や
痛
ま
し
さ
、

そ
し
て
、
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
沖
縄
の
人
た
ち
に
つ

い
て
、
真
摯
に
考
え
た
こ
と
を
表
現
し
ま

し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
さ
す
が
３
年
生
と
い

う
迫
真
の
演
技
に
引
き
込
ま
れ
、
思
わ
ず

涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
『
ヌ
チ
ド
ゥ　

タ
カ
ラ
（
命
こ
そ
宝
）』

こ
の
言
葉
の
意
味
を
、
体
育
館
に
い
た
全

員
が
実
感
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
テ
ー
マ
は
、「
地
域
」
で
す
。

　さて、サプリメント特集最終回！今回は「プロテイン
パウダー」（以下、プロテインと呼称します）をご紹介
させていただきます。 受付開始：12月20日 、午前10時

直接来館、または電話にてお申し込みください。

クラス 癒しのヨガ らくらく健康体操

講師 大塚　晴美 溝越　優貴子

日程
１/11,18,25

２/１,８,15,22、３/１
全て火曜日（全８回）

１/６,13,20,27
２/３,10,17,24

全て木曜日（全８回）

時間 11：30～12：30 11：15～12：15

場所 多目的室 武道場

定員 15人 15人

料金 4,000円 4,000円

●少人数制レッスン（22年度第 期）●

クラス 親子ビクス
（ひよこクラス）

親子ビクス
（こっこクラス）

講師 戸井　玲子

日程
１/11,18,25、２/１,８,15,22

３/１,８,15,22,29
全て火曜日（全12回）

時間 10：00～11：00 11：00～12：00

場所 武道場

定員 20組 20組

料金 6,000円 6,000円

対象 １～２歳（立つことがで
きる子から）

２～４歳

全クラスとも継続申込の方を優先受付させていただきます。
　※親子ビクスは今回より３カ月周期の実施になります。

教育トピックス

教 育 だ よ り（ ） 

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
年
賀
状
」
の
本　

別
置
紹
介
中

【
児
童
書
】
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
』

リ
タ
・
テ
ー
ン
ク
ヴ
ィ
ス
ト 

文　
　

マ
リ
ッ
ト
・

テ
ー
ン
ク
ヴ
ィ
ス
ト 

絵　
　

大
久
保
貞
子 

訳

富
山
房
一
九
九
五
年
十
月
発
行

請
求
記
号　

Ｅ
お

　

ト
マ
ス
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
一
人
に
な

っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
す
た
め

に
、
プ
ラ
ハ
に
行
き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
の
材

料
に
、
大
き
な
鯉
を
買
っ
た
の
に
…
。
美
し
く
温
か

い
絵
本
で
す
。

【
一
般
書
】
『
楽
し
い
消
し
ゴ
ム
版
画
』

中
井
孝
子 

著

里
文
出
版
二
〇
〇
三
年
十
一
月
発
行

請
求
記
号　

一
般
７
３
６
ナ
カ

　

年
賀
状
、
絵
手
紙
、
自
分
だ
け
の
ハ
ン
コ
。
気
軽

に
手
作
り
の
味
を
楽
し
み
た
い
人
か
ら
、
本
格
的
な

ア
ー
ト
作
品
を
目
指
す
人
ま
で
、
今
す
ぐ
で
き
る
消

し
ゴ
ム
版
画
の
入
門
書
。
作
品
例
、
図
案
を
多
数
紹

介
し
て
い
ま
す
。

2009年としょかんクリスマスの様子

昨年は「ねずみの嫁入り」を上演。
今年は何かな？

※ 12月1日 より中央図書館にて受付。12月２日 より電話でも申込可。
　 電話受付：開館日の午前10時～午後５時　（１週間以内に入場券を
受取りにきてください。）■問い合わせ　中央図書館  258 6464

《2～4歳の部》 月 日
　 ： ～ ： 　親子 組
　 ： ～ ： 　親子 組

《5歳～小学生の部》 月 日
　　 ： ～ ： 　 人
　　 ： ～ ： 　 人

（ ）教 育 だ よ り

12月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休 休 休 休

★
☆
★

※ 中央図書館･竹間沢分館ともに、 月 日
～１月４日 まで休館。
　１月５日 から通常どおり開館。
〈中央図書館〉

ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）
　第１金曜日　（保護者同伴）　
　 ～ 　 ヶ月～１歳
　 ～ 　２・３歳～
　第２火曜日　 ～ 　３～８歳
※ としょかんくらぶ（読み聞かせとブックト
ークの会／小学生向き）はお休みします。

〈竹間沢分館〉
※ スイミーおはなし会（絵本・紙芝居・ブッ
ク トーク）はお休みします。
※ ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居など／1～
4歳）はお休みします。

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など。）
つくし文庫‥12月18日 、10：00～12：00
　　　　　　12月はお楽しみ会。
　　　　　　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥12月7日 ・14日 、  15：30～18：00
　　　　　　☆お話会18日 、11：00～
　　　　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

休

休

休

休

休

　

四
季
を
彩
る
年
中
行
事
。
そ
れ
は
季
節

の
変
化
を
掴
む
目
安
と
し
て
、
ま
た
労
働

の
区
切
り
と
し
て
三
芳
の
生
産
活
動
の
中

心
で
あ
っ
た
農
業
と
関
連
し
な
が
ら
、
こ

の
土
地
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
に
華
を
添

え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
事
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り

物
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
桃
の
節
句
の

雛
人
形
や
端
午
の
節
句
の
鯉
の
ぼ
り
、
盆

花
や
福
熊
手
・
ダ
ル
マ
な
ど
で
す
。
こ
の

よ
う
な
飾
り
物
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る

行
事
の
間
際
に
な
っ
て
販
売
さ
れ
る
事
か

ら
「
際
物
」
と
称
し
、
そ
れ
を
作
る
職
人

は
際
物
師
と
か
雛
屋
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

町
内
で
の
際
物
作
り
の
歴
史
は
江
戸
時

代
末
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
藤
久
保

と
竹
間
沢
に
雛
屋
と
呼
ば
れ
る
家
が
数
軒

あ
っ
て
、
か
つ
て
は
農
閑
期
を
中
心
に
際

物
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
際
物
を

作
る
家
で
は
「
季
節
が
他
の
家
よ
り
早
く

来
る
よ
う
だ
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

販
売
す
る
時
期
の
お
よ
そ
二
カ
月
前
に
は

際
物
の
製
造
を
始
め
る
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
九
月
に
な
る
と
十
二
月
の
熊
手
市
に

出
す
福
熊
手
を
作
り
始
め
、
そ
れ
が
終
わ

る
と
正
月
用
の
羽
子
板
を
準
備
し
ま
す
。

そ
し
て
一
月
に
な
る
と
雛
人
形
を
用
意

し
、
三
月
に
は
端
午
の
節
句
に
向
け
た
作

業
が
始
ま
り
、
六
月
に
な
る
と
祭
礼
で
使

う
吉
野
花
や
盆
花
作
り
が
忙
し
く
な
っ
て
、

そ
れ
が
済
む
と
来
年
用
の
仕
込
み
が
始
ま

る
と
い
う
一
年
の
流
れ
で
す
。

　

町
内
で
専
業
と
し
て
店
を
構
え
た
の
は

清
水
屋
人
形
店
が
最
初
で
、
三
代
目
の
渡

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
雛
市
や
熊
手

市
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
は
節
句
人
形
の
小
売
り
と
盆
花
や
福
熊

手
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
熊

手
は
浅
草
な
ど
で
行
わ
れ
る
十
一
月
の
酉

の
市
が
有
名
で
す
が
、
東
京
に
住
ん
で
い

た
職
人
が
、
酉
の
市
で
残
っ
た
材
料
を
荷

車
に
乗
せ
て
国
道
十
七
号
（
旧
中
山
道
）

を
下
っ
て
熊
谷
ま
で
運
び
、
そ
こ
で
組
み

立
て
て
十
二
月
八
日
の
高た
か
ぎ城

神
社
の
酉
の

市
を
始
め
に
、
今
度
は
熊
谷
か
ら
東
京
へ

戻
る
道
す
が
ら
大
宮
氷
川
神
社
の
十と
お
か
ま
ち

日
市
、

浦
和
調つ

き

神
社
の
十
二
日
ま
ち
、
川
口
神

社
の
お
か
め
市
（
十
五
日
）
と
順
々
に
熊

手
市
を
開
き
な
が
ら
家
路
に
着
い
た
こ
と

が
県
内
で
の
熊
手
市
の
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
熊
手
の
定
番
は
、
中
心
に
オ

カ
メ
を
配
置
し
て
鶴
や
亀
、
小
判
な
ど
の

縁
起
物
を
付
け
た
も
の
で
、
最
近
で
は
立

体
的
で
奥
行
の
あ
る
も
の
が
主
流
で
す
。

彩
り
や
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
調
和
の
と
れ
た

熊
手
を
作
る
事
は
大
変
で
、
飾
り
物
の
内

容
と
配
置
で
大
胆
な
人
や
繊
細
な
人
な
ど

職
人
の
気
質
が
わ
か
る
と
言
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
こ
れ
か
ら
各
地
で
熊
手
市
が

開
か
れ
、
新
し
く
迎
え
る
一
年
の
福
を
呼

び
寄
せ
よ
う
と
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
ひ
と
月
。
オ
カ
メ

の
笑
顔
に
誘
わ
れ
て
、
「
福
を
か
っ
こ
め

（
か
き
込
め
）
」
と
皆
さ
ん
に
福
が
参
り

ま
す
よ
う
に
。

第
九
回　

際き
わ
も
の
し

物
師

和光市白子の熊野神社で
の熊手市の様子（写真提
供：和光市市政情報課）

　皆さんはプロテインというものをどのようにお考えでし
ょうか？
　「薬みたいなもの？」「筋肉増量剤？」「副作用があるの
では？」などと少し怖いイメージや運動している人のもの
という考えが、頭のどこかに有るのではないでしょうか？
　そもそもプロテインの主な成分はタンパク質です。人間
の体のほぼ半分はこのタンパク質でできていますが、日常
生活を過ごしているだけで常に分解されているので、スポ
ーツをしている人にもそうでない人にも、とても大切な栄
養素の一つなのです。また、プロテインは栄養補助食品な
ので、薬とはまた別のものになります。
　では、なぜ食品でもとれるタンパク質をプロテインで摂
るのでしょうか？
　１日に必要なタンパク質は、体重１kgに対して約１g
とされています。例えば体重 65kg の人だと約 65g 必要と
なり、サーロインステーキで換算すると500g ～ 600g・牛
乳だと約２ 必要となります。これだけの物を摂取すれば
十分なのですが、必要のない脂肪分なども
摂ってしまうので、肥満の原因にもなりま
す。それに比べて、プロテインは素早く・
簡単にタンパク質を補給できるのです。し
かも、タンパク質はコラーゲンの一種なの
で、肌にもよく爪・髪などの美容にも効果
が期待され、女性にもとてもオススメなサ
プリメントです。
　しかし、プロテインに限らず、サプリメントの摂り過ぎ
は、消化器官の過剰使用に繋がり、人体に負担をかける事
もあります。それぞれの身体に見合ったサプリメントの活
用を心掛けましょう。

★としょかんクリスマス会
＜人形劇、大型絵本、ストーリーテリング、本の紹介など＞



健
康
百
科　
　

●
選
者
・
投
稿
先　

中
村
正
雄

　
（
三
芳
町
藤
久
保
三
八
四
七

－

二
五

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
!!

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い

日
に
三
度
茶
碗
お
皿
を
洗
ひ
つ
ぐ
一
生
に
洗
ふ
は
何
万
だ
ろ
う

西
尾　

慶
子

夏
雲
を
雪
の
よ
う
だ
と
孫
言
い
て
小
さ
き
拳
で
大
汗
拭
う

上
村
理
恵
子

朝
顔
に
た
っ
ぷ
り
水
を
や
り
な
が
ら
去
り
ゆ
く
夏
を
心
に
刻
む

山
口
み
さ
子

乳
牛
も
羊
も
何
か
淋
し
げ
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
雲
を
見
て
お
り

田　

和
代

風
格
と
も
言
わ
ば
言
う
べ
く
百
日
紅
猛
暑
続
く
も
ピ
ン
ク
は
褪
ず泉　

　

郁
子

ま
っ
青
な
空
の
綿
雲
追
い
ゆ
く
や
道
い
っ
ぱ
い
の
白
黒
画
家
ら

井
上　

悦
子

す
が
れ
ゆ
く
草
む
ら
の
中
一
筋
の
水
引
の
紅
ほ
の
ぼ
の
と
し
て

内
藤　

歌
野

暑
さ
に
も
負
け
ず
咲
き
い
る
く
ち
な
し
の
白
さ
と
香
り
に
ほ
っ
と
一
息

村
上
美
奈
子

秋
風
は
一
夜
に
し
て
変
化
す
る
よ
き
に
つ
け
て
も
涼
し
さ
感
ず

布
川　

明
男

夏
休
み
終
わ
り
と
共
に
公
園
に
子
ら
の
声
な
く
蝉
の
声
激
し

清
水
美
智
子

み
よ
し
台
在
住

　

伊
藤
獅れ

お央
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

（
父
・
嘉ひ

ろ
あ
き朗

）

（
母
・
梢
）

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で

み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
ね
。

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

藤
久
保
在
住

　

飯
塚
幸こ

う
き輝

ち
ゃ
ん

平
成

年
９
月

日
生

（
父
・
孝
一
）

（
母
・
幸
恵
）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

　

幸
輝
は
、
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
で
す
。

障
害
者
週
間

　

12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１
週

間
は
障
害
者
週
間
で
す
。
障
害
者
基

本
法
第
７
条
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
目

的
の
一
つ
と
し
て
「
国
民
が
広
く
障

が
い
者
福
祉
に
関
心
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
障
が
い
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
取
組
み
を
行
う
三
芳
町

文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し
（
以
下
コ

ピ
ス
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ピ
ス
は
民
間
の
共
同
企
業
体

『
東
京
ド
ー
ム
・
ト
ー
ル
ツ
リ
ー
グ

ル
ー
プ
』
が
管
理
運
営
す
る
町
の
施

設
で
す
。
同
企
業
体
で
は
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
『
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
』

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
お
り
、
職

員
教
育
と
し
て
『
手
話
研
修
会
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
会
は
「
音

の
聞
こ
え
な
い
世
界
や
不
便
さ
を
知

り
、
障
が
い
の
あ
る
お
客
様
の
立
場

に
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
三
芳

町
聴
覚
障
害
者
福
祉
会
と
三
芳
手
話

サ
ー
ク
ル
に
協
力
依
頼
し
、
共
同
で

企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
「
職
員
の
意
識

が
変
わ
っ
た
」
と
企
画
に
当
た
っ
た

コ
ピ
ス
の
藤
枝
総
務
課
長
は
話
し
て

い
ま
し
た
。
始
め
は
聴
覚
障
が
い
者

へ
の
接
し
方
に
不
安
が
あ
っ
た
も
の

の
、
ご
本
人
か
ら
生
活
の
様
子
や
心

の
葛
藤
を
聞
い
た
こ
と
で
理
解
が
深

ま
り
、
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、「
た
め
ら
い
」

と
い
う
『
心
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）』

が
手
話
と
い
う
言
語
を
通
し
て
取
り

払
わ
れ
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　

コ
ピ
ス
の
ホ
ー
ル
に
は
、
聞
こ
え

づ
ら
い
方
の
た
め
に
専
用
の
レ
シ
ー

バ
ー
と
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
使
い
、
演

奏
な
ど
が
良
く
聴
こ
え
る
『
赤
外
線

送
信
シ
ス
テ
ム
』
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
研
修
で
難
聴
者
か
ら「
コ

ピ
ス
で
音
楽
を
聴
き
た
い
」
と
い

う
話
を
聞
き
、
コ
ピ
ス
の
催
し
物
に

難
聴
者
を
招
き
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
紹

介
・
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で

す
。
自
分
の
耳
で
音
楽
を
聴
き
た
い

と
の
願
い
が
叶
い
、
と
て
も
感
動
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
企
業
体
で
は
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
に
障
が
い
に
つ
い
て
「
知
り

た
い
」
と
思
い
、
取
組
み
を
通
じ
て

理
解
が
深
ま
り
、
結
果
と
し
て
「
ご

自
分
の
耳
で
音
楽
を
聴
く
」
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
も
こ
の
障
害
者
週
間
を
機
会

に
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
催

し
物
で
『
赤
外
線
送
信
シ
ス
テ
ム
』

を
ご
使
用
希
望
の
方
は
、
レ
シ
ー

バ
ー
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
が
15
個
と
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
コ
ピ
ス
事
務

室
に
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

本
文
中
障
害
者
の
「
害
」
の
字
の
標

記
を
法
律
用
語
等
は
漢
字
、
そ
れ
以

外
は
か
な
で
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
（
内
線
174
〜
176
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

274

１
０
５
１

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

鳴
く
声
も
ほ
そ
り
て
寂
し
秋
立
ち
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

和
己

秋
立
つ
や
エ
ア
メ
ー
ル
の
着
く
薄
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

嘉
子

山
陰
や
不
気
味
に
走
る
稲
光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
原　

キ
イ

一
瞬
の
闇
を
映
し
て
稲
光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
片　

和
子

か
な
か
な
に
包
ま
れ
昏
る
る
山
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
田　

照
子

夜
神
楽
を
競
い
合
い
た
る
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

南
子

今
年
米
出
来
ど
げ
が
や
と
国
訛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

肌
寒
や
思
わ
ず
湯
呑
み
に
ぎ
り
し
め　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
波
そ
め
子

追
憶
に
し
ば
し
浸
り
て
鰯
雲　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
ひ
で
お

名
月
の
影
乱
し
ゆ
く
夜
釣
船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

如
春

母
よ
そ
う
父
へ
の
新
米
て
ん
こ
盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

良
雄

当
番
で
巡
る
夜
道
や
今
日
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
山　
　

登

新
米
や
粒
粒
辛
苦
謝
し
て
食
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

舌
つ
づ
み
う
つ
宿
坊
の
き
の
こ
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

円
筒
に
刈
ら
れ
木
犀
立
ち
並
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

肌
寒
し
昨
日
の
汗
の
さ
め
や
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂　

喜
子

風
渡
る
棚
田
の
稲
穂
豊
か
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
田　
　

晃

流
灯
や
霊
魂
託
し
盆
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

靖
子

踊
る
輪
の
藍
の
着
物
に
夏
惜
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

静
壷

栗
む
す
び
好
き
な
孫
娘
や
一
等
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
澤　

久
夫

こんにちは ! サークル　 童謡の会　コール・コピス

　

童
謡
の
会
コ
ー
ル
・
コ
ピ
ス
は
「
コ

ピ
ス
み
よ
し
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き

に
誕
生
し
た
合
唱
団
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
歌
っ
た
、
な
つ
か
し

い
「
童
謡
・
唱
歌
」
を
中
心
に
楽
し
く

歌
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
の
お
好
き
な
方
、
見
学
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

活
動
日　

第
１
・
３
・
５
土
曜
日
、

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場 

所　

中
央
・
藤
久
保
・
竹
間
沢
公
民

　
　

館

連
絡
先　

小
泉　

258

９
１
７
７

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

　

ラ
ン
科
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
属
。
さ
ま
ざ

ま
な
花
色
の
園
芸
品
種
が
あ
り
、
観
賞

用
と
し
て
花
壇
な
ど
に
植
え
ら
れ
る
。

花
期
は
夏
か
ら
秋
だ
が
、
屋
外
で
冬
越

し
で
き
な
い
地
域
で
は
一
年
草
扱
い
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

コ
ピ
ス
み
よ
し
の
ロ
ビ
ー
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
！

　
　

特
別
な
空
間
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　

す
べ
て
入
場
無
料
で
す
。

 

口
笛
・
オ
カ
リ
ナ　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

口
笛
教
室
で
講
師
を
務
め
る
口
笛
奏
者
の
高
橋
一
眞
、
手
回
し
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
森
川
俊
子
、
オ
カ
リ
ナ
の
舞ま

い
か歌

が
お
送
り
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
♪

　
　

　
　
　
　
　

フ
ル
ー
ト
カ
ル
テ
ッ
ト

　
　
　

　
　
　

４
名
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
が
送
る
！

　
　
　

新
春
を
彩
る
華
や
か
な
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
♪

あ
な
た
の
作
品
を 

コ
ピ
ス
み
よ
し
展
示
ス
ロ
ー
プ 

に

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
階
か
ら
２
階
へ
続
く
ス
ロ
ー
プ
の
壁
面
を
利
用
し
た
展
示
が
可
能

で
す
。
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
作
品　

絵
画
・
書
・
写
真
な
ど
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
（
壁
面
に

　
　
　
　
　

展
示
で
き
る
作
品
）

展
示
期
間　

最
長
一
ヶ
月
（
基
本
的
に
月
初
め
か
ら
月
末
ま
で
の
間
）

展
示
費
用　

無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）　

259

３
２
１
１

フ
ル
ー
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
Ｂ
Ｅ
Ｌ　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
」
メ
ン
バ
ー　

に
よ
る 月

日
　

開
演
／
午
後
２
時

１
月

日
　

開
演
／
午
後
２
時



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

全
児
童
館
共
通

竹
間
沢
児
童
館

対
象　

小
学
生
以
上

内
容　

藤
久
保
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

コ 
メ
ン
ト　

児
童
館
な
ら
で
は
の
い
ろ
い
ろ
な
競

技
に
挑
戦
し
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
ろ
う
！

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み

お
楽
し
み
会　

☆
影
絵
を
見
よ
う
☆

日
時　

月

日

、
午
前

時

分
〜
正
午

対
象　

乳
幼
児
親
子
〜
中
学
生

内
容　

影
絵
サ
ー
ク
ル
「
お
か
し
座
」
に
よ
る
影

絵
鑑
賞
会
。

コ 
メ
ン
ト　

楽
し
く
素
敵
な
影
絵
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
気
分
に
ひ
た
り
ま
し
ょ
う
！
自
由
参
加
で
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー　

パ
ー
ト

日
時　

月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

内
容　

親
子
で
簡
単
お
や
つ
作
り

対
象　

小
学
生
以
上　
　

内
容　

べ
っ
こ
う
飴
作
り

コ 
メ
ン
ト　

溶
け
た
お
砂
糖
が
べ
っ
こ
う
色
に
な

っ
た
ら
、
お
い
し
い
飴
の
で
き
あ
が
り
。
手

拭
き
用
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ
て
来
て
ね
。
自

由
参
加
で
す
。

児
童
館
合
同
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

月
４
日

、
午
前

時
〜

時

分

    

（
午
前
９
時

分
集
合
）

場
所　

町
総
合
体
育
館　

１
階
ア
リ
ー
ナ

対
象　

小
学
生
以
上　
　

定
員　

名

コ 
メ
ン
ト　

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
お
友
だ
ち
と
力

を
合
わ
せ
て
優
勝
を
目
指
そ
う
！

申 
込
方
法　

月
末
締
切
。
た
だ
し
、
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
各
児
童
館
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

大
掃
除
＆
子
ど
も
忘
年
会

日
時　

月

日

、
午
前

時
〜
正
午

場
所　

各
児
童
館　
　

対
象　

小
学
生
親
子

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
（
当
日
参
加
可
）

コ 
メ
ン
ト　

み
ん
な
で
児
童
館
を
き
れ
い
に
掃
除

し
た
後
は
、
お
疲
れ
様
の
忘
年
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

備
考　

午
後
は
閉
館
に
な
り
ま
す
。

藤
久
保
児
童
館

一
輪
車
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象　

小
学
生
以
上　

　

定
員　

名
（
先
着
順
）

内
容　

平
成

年
３
月

日

の
フ
レ
ン
ド
リ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
５
月
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
発
表
に
向
け
て
、
一
輪
車
の
集
団
演
技

の
練
習
を
し
ま
す
。

練
習
日　

毎
週
土
曜
日
、
午
前

時
〜
正
午
（
平

成

年

月

日
よ
り
）
※
詳
細
は
、
保
護
者

説
明
会
（

月

日

、午
前

時
〜
正
午
）
に
て
。

募
集
期
間　

月
１
日

〜

日

あ
み
あ
み
あ
み
も
の

日
時　

月

日

、
午
後
１
時

分
〜
４
時

分

対
象　

小
学
生
以
上　

　

内
容　

ミ
サ
ン
ガ
作
り

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
（
当
日
参
加
可
）

の
び
の
び
タ
イ
ム

日
時　

月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

乳
幼
児
親
子　

　

参
加
費　

無
料

内
容　

巧
技
台
あ
そ
び
、
そ
の
他

参
加
方
法　

当
日
参
加

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

月

日

、
午
後
１
時

分
〜
３
時

分

対
象　

小
学
生
以
上　

定
員　

名

参
加
費　

円

コ 
メ
ン
ト　

か
わ
い
く
て
、
お
い
し
い
、
今
流
行
り

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
よ
う
！

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み

く
じ
ら
ｄ
ａ
ｙ
，
s

日
時　

月

日

、
午
後
２
時

分
〜
４
時

北
永
井
児
童
館

ウォッチング（ ） （ ）ウ ォ ッ チ ン グ

町の5、6年生 パワー爆発！

　 月 日 、町立運動公園に

て、町内４校の５，６年生が集ま

った小学校連合運動会が開催され

ました。100m走や幅跳びなど

の個人競技を始め、リレーや綱引

きなど、仲間と一致団結した競技

で盛り上がりました。

太陽の家 運動会 開催！

　 月 日 、総合体育館に

て、太陽の家運動会が開催され

ました。お手伝いに、三芳小学

校の４年生を始め、町の体育協

会のＯＢ・民生委員・児童委員

協議会の方々、淑徳大学の学生

などが訪れ、とても賑やかで楽

しい運動会となりました。

スポーツ吹矢体験！

　 月 日 ・ 日 、

中央公民館にて、健康教室

「スポーツ吹矢」が開かれま

した。礼節を重んじ、腹式

呼吸を用いて行うスポーツ

で、多くの方が大変興味を

もって参加されていました。

想いを言葉に...

　 月６日 、藤久保公民館にて、第 回青少年

健全育成町民大会が開かれました。選考で選ば

れた町内の中学生や大東ガス社員、役場職員が自

らの生活や体験を通して感じたこと、考えたこと

を発表しました。また、淑徳大学の学生による合

唱・演奏もあり、力の溢れる大会となりました。

狭山茶品評会に入選されました！

　茶業研究会の会員であ

る鈴木紀啓氏が、彩の国

さいたま第 回お茶まつ

り狭山茶品評会、第 回

FGTCサヤマ で「農

林水産大臣賞」を受賞さ

れました。町内で生産さ

れたお茶を、この機会に

是非ご堪能ください！

消防団 第２分団に新車両！

　 月 日 、第２分団に新車両が

納入されました。新しい消防車には、

タッチパネルが搭載。新品の消防車

に魅せられて、役場に来ていた小さ

いお子さんも消防車に近づき、嬉し

そうに消防車を眺め、一緒に写真を

撮るなどの様子が見られました。



広　　告広　　告

入学資金融資あっせん制度

育児相談

リハビリ相談

　腰や膝、肩や手足に痛みがある中で、

負担の大きい動きや不足した運動習慣

は身体を壊しやすく、介護が必要な状

態になる可能性も高めます。リハビリ

専門スタッフが各個人にあった運動プ

ログラムの相談に乗ります。また、福

祉用具の紹介など、日常生活をより快

適に過ごせるようアドバイスさせてい

ただきます。

日時　12月20日 、午前10時～12時

内 容　理学療法士・作業療法士（埼玉

セントラル病院勤務）による個別リ

ハビリ相談

対 象　65歳以上の方で、医療機関や介

護保険施設等でリハビリを行ってい

ない方

定員　３名　※予約申し込みが必要です。

場所　三芳町竹間沢公民館　図書室

申込み・問い合わせ　

　健康増進課地域包括支援センター

　（内線188・189）　FAX274 1107

富士見都市計画公園の区域の

変更に関する説明公聴会

　富士見都市計画公園（俣埜公園）の

区域を変更するため、都市計画法に基

づき下記のとおり説明公聴会を開催し

ます。

日時　12月15日 、午後６時30分～

　※１時間程度

場所　藤久保第１区集会所　２階和室

内容　俣埜公園の区域の変更について

問い合わせ　都市計画課　

　（内線234・235）　FAX274 1052

乳がん検診（集団）

　視触診・マンモグラフィーによる乳

がん検診を実施します。

検査日　２月28日 、３月１日

受 付時間　9：00、10：00、11：00、

13：00、14：00、15：00

場所　保健センター

対象　三芳町在住の満30歳以上の女性

　（奇数月生まれの方）

定 員　100名／日（定員を超えた場合は抽選）

検査方法　視触診及びマンモグラフィ

　ー（乳房専用Ｘ線撮影）

自己負担金　2,000円

申込方法（往復ハガキにて申込み）

記入例（※はがきを開いた状態）

申込締切　12月31日 　※当日消印有効

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

償却資産の申告のお願い

本人通知制度について

納期限は、12月27日です
固定資産税　　　　　　第３期
都市計画税　　　　　　第３期
国民健康保険税　　　　第６期
介護保険料　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第６期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

平成 年１月の土曜開庁日が

変更になります！

「子育て支援センター」

　　よりお知らせ

郵便はがき
○○○－○○○○

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

緑
返信

１．○○がん検診申込み
２．住　　所
３．氏　　名（フリガナ）
４．生年月日
５．性　　別
６．連絡先
　　 ※日中連絡のとれる電話番号
７．検査日・受付時間のご希望
　　第１希望　○月○日　○時～
　　第２希望　○月○日　○時～
　　第３希望　○月○日　○時～

郵便はがき
354－0041

青
往信

　
　

何
も
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

　
　
　

 

三
芳
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

　
　
　
　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
185
ー
１

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

　土曜開庁は、原則毎月第１土曜日を

開庁日としておりますが、平成23年１

月１日 は、年始の休日にあたります

ので、１月に限り、第２土曜日の１月

８日 に変更し、開庁することになり

ました。

　開庁する時間・場所・業務内容につ

いては変更ありませんので、お間違え

のないようご来庁（所）ください。

問い合わせ　住民課

　（内線142～146）　FAX274 1101

　藤久保出張所　 258 0626

　竹間沢出張所　 259 8313

●なかよし広場（予約不要）

日程　

　 ０歳児（ねんねひろば）／12月１日

・８日 ・16日 「身体測定」

　 ０歳児（ハイハイひろば）／12月２

日 ・９日 ・21日 「身体測定」

　１歳児／12月３日 ・14日 ・22日

　２歳児～／12月７日 ・15日

時間　午前10時～12時

場所　子育て支援センター

●わくわくタイム（予約不要）

日時　

　午前わくわく／12月６日 ・20日

「お誕生会」、午前10時～12時

　 午後わくわく／12月６日 、午後１

時～２時30分

場所　藤久保児童館

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

●おでかけなかよし広場（予約不要）

日時　12月17日 、午前10時～12時

場所　農業センター（上富）

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

●なかよし講座（要予約）

　「折り紙でお正月を作ろう」

日 時　12月13日 、午前10時30分～11

時30分

場所　藤久保児童館

対象　０歳児の子どもと保護者

●おひさま広場（予約不要）

　「北風に負けないぞ！元気な子！」

日時　12月10日 、午前10時～11時30分

場所　富士塚公園

対象　０～５歳位までの子どもと保護者

問い合わせ　子育て支援センター

　 258 5106　FAX258 5136

　この制度は、住民票の写し等の不正

取得を防ぐために、本年６月から実施

しております。本人の代理人及び第三

者に交付した場合に、その交付した事

実について登録者本人にお知らせをす

る制度です。

登 録できる方　三芳町に住民登録され

ている方もしくは三芳町に本籍があ

る方

登 録手続き　登録手続きは無料です。

登録される時には、以下のものが必

要です。

　 本人通知登録申請書、 申請者の

運転免許証、パスポート、住民基本

台帳カード等本人が確認できるもの

本人通知について

　通知の対象となるのは、登録期間

（登録した日から３年間）中に交付し

た証明書についてです。（引き続き再

登録することができます）

　通知する内容は、交付年月日、交付

した証明書の種類・通数、交付請求者

の種別（代理人、第三者の別）です。

※国や地方公共団体からの請求等、通

知の対象とならない請求があります。

問い合わせ　住民課

　（内線145）　FAX274 1101

　固定資産税は、土地や家屋のほか、

償却資産をお持ちの方にも課税されま

すので、１月１日現在、三芳町に償却

資産を所有している方は、１月31日ま

でに申告をお願いします。

　償却資産とは、法人や個人事業主が、

その事業のために使用している機械、

器具、備品等をいいます。具体的には、

次のようなものが該当します。

 構築物　門、塀、広告塔、舗装路面

等

機械及び装置　印刷機、工作機等

車両及び運搬具　フォークリフト等

工具器具及び備品　机、いす、パソ

　コン、陳列ケース、冷暖房機等

問い合わせ　税務課

　（内線138）FAX274 1050

　町では、高校や短大、大学等の入学

に際し、入学資金の調達が困難な人に

その資金の融資あっせんを行っていま

す。

融資あっせん対象者

 本町に引き続き２年以上居住してい

ること。

 高等学校、大学（短大含む）、専修

学校に入学が確実であること。

 入学資金の調達が困難な者であるこ

と。

町税を完納していること。

 取扱金融機関の融資条件に適合する

こと。（取扱金融機関の審査あり）

融 資額　高等学校・専修学校（高等課

程）／30万円まで、大学・専修学校

（専門課程）／50万円まで

返済期間・返済方法

　３年（36ケ月以内）／月賦返済

利子（保証料含む）・担保

　完済後、町より全額補助、担保不要

申 込期間　平成22年12月１日 ～平成

23年２月28日 まで

申込み・問い合わせ　学校教育課

　（内線524・525）　FAX274 1056

期日　１月７日

受付時間　

　午前９時15分～10時（時間厳守）

場所　保健センター　

対象　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳具

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

※希望者が多い枠は、その枠ごとに抽選にな
ります。希望日等がない場合は、記入の必要
はありません。この場合は、希望者が少ない
枠での抽選になります。
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第31回三芳町新春ロードレース大会

第42回入間東部地区駅伝競走大会

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

「ぬくもり健康入浴事業」

施設閉店のお知らせ

　経済産業省では、工業統計調査を平

成22年12月31日現在で実施します。

　本調査は、製造業を営む事業所を対

象として、その活動実態を明らかにす

ることを目的として調査します。

　本調査は、国の重要な統計調査であ

り、調査結果は国や地方公共団体の行

政施策の重要な基礎資料として使われ

るほか、大学や民間の研究機関、小・

中・高等学校の教材などに広く利用さ

れています。

　皆さんからご提出していただく調査

票については、統計法に基づき調査内

容の秘密は厳守されますので、正確な

ご記入をお願いします。

URL　http：//www.meti .go . jp/

statistics/　

問い合わせ　財務課

　（内線412・413）FAX274 1053

　下記の施設が、11月30日をもちまし

て閉店しましたので、お知らせします。

●閉店施設

　「湯楽の里　川越店」

　川越市石田219 1

問い合わせ　福祉課

　（内線173）FAX274 1051

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください

経済産業省・埼玉県・三芳町
日時　平成23年１月23日 、午前10時スタート（小雨決行）

　※実施・中止の決定は、当日午前７時、予備日なし

場所　三芳町役場　周回コース

受付　午前９時～９時30分まで

競技種別・対象年齢　

　 親子1.0キロの部／小学１年～３年生と保護者

　 小学生1.0キロの部／小学生（１年～３年・男女別）

　 小学生2.0キロの部／小学生（４年～６年・男女別）

　 一般2.0キロの部／中学生以上（男女別）

　 一般3.0キロの部／中学生以上（男女別）

　※小学生が一般の部に出場可。競技の順番は、 → の順となります。

参加費（保険料等）　500円（小・中学生問わず）、親子／1,000円

　※中止及びキャンセルの場合には、参加費はお返し出来ません。

参加資格　町内在住・在勤・在学者（小学生以上）

申 込方法　参加費を添えて、平成22年12月13日 から平成23年１月７日 まで

に申込みしてください。

申込み・問い合わせ　地域振興課（内線262・263）　FAX274 1053　

　総合体育館　 258 0311　FAX258 0292

日時　２月27日 、受付／午前７時40分～、スタート／午前９時

　※小雨・小雪決行（中止決定／午前６時）

コ ース　大井東中学校（6.3 ）→三芳町役場（3.7 ）→富士見市立針ヶ谷

コミュニティセンター（4.4 ）→富士見市役所（3.4 ）→さぎの森小学校

（2.7 ）→大井東中学校　合計20.5

参加資格　三芳町・ふじみ野市・富士見市に在住・在勤・在学の中学生以上の人

部門　一般の部・壮年の部（40歳以上）・女子の部

　※各部とも１チーム７名（選手５名、控え選手２名）

参加費　１チーム／4,000円（保険料等）、中学生のみのチーム／2,000円

代表者会議　２月10日 、午後７時30分～、富士見市総合体育館３階大会議室

　※中学生のみのチームは、成人の代表者が出席すること。

申 込方法　参加費を添えて、平成22年12月７日 ～平成23年１月12日 までに

申込みしてください。　　主催　入間東部地区駅伝競走大会実行委員会

申込み・問い合わせ　地域振興課（内線262・263）　FAX274 1053　

　総合体育館　 258 0311　FAX258 0292
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電話などで「振り込んで」と言われた時は…

振り込まず、直ぐに相談を!!

　「オレオレ詐欺」「なりすまし詐欺」…電話やハ

ガキなどで相手をだまし、金銭の振り込みを要求

する犯罪行為「振り込み詐欺」が多発しています。

　皆さんが「振り込み詐欺」に遭わないよう、町

では『啓発ロゴ入りマグネットシート（マスコッ

トキャラクターストラップ付）』を作製しました。

ご希望の方には、下記にて配布します。

配布開始日　12月６日 から

配布場所　環境産業課（庁舎２階）、藤久保出張所、

　竹間沢出張所　配布個数　１人１点（先着順）

※埼玉県補助金を活用しているため、啓発品数に

限りがありますので、無くなり次第終了とします。

※電話予約や郵送による配布はいたしません。

問い合わせ　環境産業課（内線214）FAX274 1052
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無料相談のお知らせ
相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

　

活
動
団
体
に
は
、
県
と
地
元
市
町

村
が
用
具
の
提
供
、
表
示
板
の
設
置
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
、
収
集

後
の
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
企
業
に
対
し
て
は
、

企
業
名
を
入
れ
た
支
援
者
表
示
板
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
道
路
環
境
課

　

048

８
３
０

５
１
０
３

　

川
越
県
土
整
備
事
務
所

　

２
４
３

２
０
２
０

　

10
月
１
日
か
ら
、
雇
用
保
険
の
加

入
手
続
き
が
漏
れ
て
い
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
雇
用
保
険
料
が
給
与
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
面
に

よ
り
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
２
年

を
超
え
た
期
間
に
つ
い
て
も
、
雇
用

保
険
に
遡
っ
て
加
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
職
業
安

定
課
又
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
改
正
内
容
は
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課　

　
　

　

048

６
０
０

６
２
０
８　

　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢

　

04

２
９
９
２

８
６
０
９

平
成
22
年
10
月
25
日

か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

対 

象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
現
在
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
受
付
期
間　

平
成
22
年
10
月
25

　

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
方
は
、
当
基
金
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部
特
別

給
付
金
担
当
（
受
付
時
間
／
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

０
５
７
０

０
５
９

２
０
４

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　

03

５
８
６
０

２
７
４
８

　

「
解
雇
・
雇
止
め
」
「
賃
金
の
引

き
下
げ
」
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
「
団
体
交

渉
拒
否
」
な
ど
職
場
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
委
員
会
で

は
、
中
立
・
公
平
な
立
場
で
あ
っ
せ

ん
や
不
当
労
働
行
為
の
審
査
を
し
て
、

労
働
者
（
労
働
組
合
）
と
使
用
者

（
会
社
等
）
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
簡

単
・
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

048

８
２
２

１
６
９
１　

　

URLh
ttp

：//w
w
w
.p
ref.saita

ま
せ
ん
か
？

○
雇
用
均
等
室
は
厚
生
労
働
省
の
出

先
機
関
で
す
。
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ

の
他
、
男
女
で
の
差
別
的
取
扱
い
、

妊
婦
・
育
児
休
業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
（
退
職
を
強
要
さ
れ
た
、
パ
ー
ト

に
な
れ
と
言
わ
れ
た
）
や
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
法
に
関
し
て
の
相
談
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
無
料

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

 

（
受
付
時
間
／
月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

048

６
０
０

６
２
１
０

　

12
月
下
旬
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
の

４
ヶ
月
間
、
左
記
の
対
象
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
（
こ
の
う
ち
、
無
作
為

で
抽
出
さ
れ
た
世
帯
）
を
対
象
に
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

埼
玉
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
各
戸
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で

調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
地
域　

藤
久
保
194
〜
197
番
地
、

　

同
294
〜
305
番
地
、
同
310
〜
311
番
地

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
総
務
部
統
計
課

　

048

８
３
０

２
３
１
４

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

m
a.lg
.jp
/sosh

ik
i/w
01/

種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　

校
生
徒
（
一
般
）

　

 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
推
薦
）

資 

格　

中
卒
（
見
込
含
）
で
17
歳
未

満
の
男
子

受
付
期
間　

　

一
般
／
平
成
23
年
１
月
７
日
ま
で

　

推
薦
／
平
成
23
年
１
月
６
日
ま
で

試
験
日　

　

 

一
般
／
一
次

：

平
成
23
年
１
月

22
日
、
二
次

：

平
成
23
年
２
月
５

日
〜
８
日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　

 

推
薦
／
平
成
23
年
１
月
15
日
〜

17
日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

資
格
年
齢　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

＊
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
自
衛

隊
埼
玉
検
索
）
又
は
電
話
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
入
間
地
域
事
務
所

　

04

２
９
５
３

４
８
５
１

　

埼
玉
県
で
は
、
県
道
な
ど
の
歩

道
で
清
掃
や
花
植
え
を
行
う
地
域
住

民
・
学
校
・
企
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
植
え
を
行
う
団
体
に
花
苗

（
年
間
４
万
円
相
当
以
上
）
を
提
供

す
る
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

労
働
委
員
会
が
お
手
伝
い

道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
支
援
企
業
を
募
集

（
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
）

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た
！

労
働
力
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
／
総
務
省
・
埼
玉
県

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
博
多
人
形
／
重
箱

／
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル
（
80
×
140

）

／
ト
イ
レ
用
品
一
式
／
シ
ル
バ
ー
カ

ー
／
鋸
付
き
枝
き
り
ば
さ
み
（
２
ｍ

伸
縮
）

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
み
ふ
じ
幼

稚
園
の
女
子
制
服
・
体
操
着
一
式
／

子
ど
も
用
バ
イ
オ
リ
ン
／
冷
蔵
庫
２

ド
ア
タ
イ
プ
／
全
自
動
洗
濯
／
三
芳

東
中
学
校
女
子
制
服
・
体
操
着
／
自

転
車
（
24
イ
ン
チ
）

▽
連
絡
先
／
環
境
産
業
課
（
内
線
217
）


